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9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 ) 

作製された半導体ナノ粒子の発光材料応

用に向けた発光特性解析を行っている。

および蛍光寿命測定を行う

字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

      だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等

       は記載しないこと。 

本研究では生体鉱物形成作用“バイオミネラリゼーション”能を持つ球殻状超分子タンパク質、リステリアフェリ

チンを利用して、CdS ナノ粒子-タンパク質複合ナノコンポジットを作製し、

 
本年度は 19 年度実験計画に従い、発光効率改善に向けた最適粒子形成条件の探索をナノ粒子形成時の反応溶液条

件を変化させて検討すると共に、作製された CdS ナノ粒子の吸収、発光スペクトル測定、

事で、作製された CdS ナノ粒子の発光特性評価もあわせて行った。 
粒子形成反応時には、効率的なタンパク内部空孔中のみでのCdSナノ粒子形成の促進が重要になる。そこで、CdS形成

時にイオン源となるCdイオン濃度、Sイオン濃度、保護剤としてのNH3イオン濃度、反応温度、pHといった溶液条件

を変化させ、形成されたCdSナノ粒子を透過型電子顕微鏡を用いて分析したところ、Cd:Sイオン比が1:5、NH3濃度が

Cdイオン1mMに対して75mM、室温下、pH8.5の時に粒子形成率50%以上の高収率で形成される事を明らかにした。こ

の条件下で形成されたナノ粒子は、若干多結晶状の立方晶系のCdSであることがエネルギー分散型X線分光、エネルギ

ー損失分光、X線回折分析、X線光電子分光より示された。作製されたCdS-リステリアの吸収・蛍光スペクトル測定結

果より、CdSバンドギャップ由来の吸収ピークが415nm付近に観測されたが、蛍光スペクトルにおいては600nm付近に

ピークを持つ長波長側にシフトした発光スペクトルが得られた。この発光成分の蛍光寿命は、十数nsと非常に長寿命

な成分であった。これらのことより、蛍光スペクトル中で観測された長波長域での発光は、結晶中に存在する粒界に

トラップされた励起子の再結合に起因する発光であると考えられる。 

                                        
※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

付すること。 添

 

10. キーワード 
  (1)    フェリチン             (2)   半導体ナノ粒子            (3) バイオミネラリゼーション     
  (4)    発光材料                (5)   分光特性                  (6) 光バイオナノプロセス       



 

 

 (7)    走査プローブ顕微鏡       (8)                                            (裏面に続く) 

果） 
 〔雑誌論文 件  

著 者 名 

 
11.研究発表（平成１９年度の研究成

〕 計（ 2 ）

論  文  標  題 
K. Iwahori Cadmium Sulfide Nanoparticle Synthesis in otein from Listeria innocua  Dps Pr

雑  誌  名 読の有無 巻 発 行 の頁査   年 最初と最後

Chemistry of Materials 有 19 2 0 0 7 3105-3111 

 
著 者 名 論  文  標  題 

A. Miura dot gate memory fabrication with biomineralized nanodot as charge 
storage node 
Floating nano

雑  誌  名 読の有無 巻 発 行 後の頁査   年 最初と最
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 ※ は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 
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